


自己紹介
小山田 大和• 1979年生まれ46歳。学生時代から地域活動に。

• 小田原において加藤憲一市長が誕生した際に設
置された課題別検討委員会のうち小田原市行財
政改革検討委員の住民委員を歴任（2008-
2009）。併せて社会教育委員、図書館協議会委
員を歴任。2012年エネルギーから経済を考える経
営者ネットワーク会議の設立に事務局として参画。
その後、理事。2015.4-2021.3まで事務局長。
中学校社会、高校公民科教員免許取得済。松田
町ソーラーシェアリング検討任意協議会長

・行政書士。早稲田大学招聘研究員

・合同会社小田原かなごてファーム 社長

・松田町再生可能エネルギー協議会 委員

・小田原市エネルギーアクション協議会 委員

・宮城県丸森町耕野地区外部アドバイザー





最近、神奈川県内大学初 再エネ100%電気で大学
運営の電気を横浜商大に届けるプロジェクトを完遂



ソーラーウィーク大賞2024 第1回かながわ脱炭素大賞
経産省令和7年度地域共生型再エネ事業顕彰の受賞



フィールド 地域 小田原
・現在、人口184.000人。神奈川県西部最大の都市。東京から83.9ｋｍ

かつては、戦国大名後北条氏の居城として繁栄。当時、関東最大都市。

・消滅可能性都市ではないが、人口減少と若年層の流失には歯止めがかからない。地
方都市が抱える課題を共有する。ひとつの都市に森里川海がコンパクトに凝縮される
自然環境の豊かな都市でもある。







2025.11.29
神奈川新聞



日本の農業の現状 農業人口102万人



今回の制度改悪の何が問題か？
1、単に営農型のレベルではなく、日本の農業という点で考えている

・食料自給率 儲かるものしか作らない（米などはどうする？）

（お茶、シャインマスカット、メロン、イチゴ）

・個別補償もなし。稼ぐために営農型やっても規制強化。

2、特定のエビデンスに偏った制度設計（特に遮光率３０％未満）

箸の上げ下げ迄、細かく規定するのはやりすぎ

（高さ3メートル、間口4メートル）

３、民主制の過程が全く働いていない

極めて乱暴、横暴、暴挙の類

委員会の形骸化

（自民党農水族に過度に忖度した農水省官僚の暴走）

















小田原市地域脱炭素移行・再エネ推進重点対策加速化事業補助金
を活用し、ソーラーシェアリング5号機の建設へ着手



六号機完成…七号機へ
神奈川県最大の営農型所有者へ



木製架台の実証実験へ



二宮尊徳(金次郎)の言葉
「推譲」

推譲とは、利益が出たならば、今の自分の為に
使うのではなく、将来の自分の為に使うべきで
ある、という自譲と、

広く、社会の為にこれを還元すべきである、と
いう他譲、という考えが込められています。

二宮尊徳の思想を体現する言葉としては、至誠、
勤労、分度、推譲があります。

ソーラーシェアリングという自然エネルギーを
広げ、かつ、脱炭素社会、SDGsの精神を具現
化する取り組み、

耕作放棄地の解消に向けた具体的な取り組みを
象徴する言葉として、この推譲を選択させてい
ただきました。









小田原市の総合計画に明確に明記
「脱炭素」と「農業」両分野へ

•
https://www.city.odawara.kanagawa.jp/field/municipality/municipality/co
mment/details/r7jikkokeikaku.html

• 本文に、ソーラーシェアリングについて以下●の記載。トーンは異なります
が、同じ内容が２箇所に出てくる稀有な例。
https://www.city.odawara.kanagawa.jp/global-image/units/697636/1-
20250910163011_b68c12903dbefd.pdf

●詳細施策 1102 省エネルギー化推進と再生可能エネルギーの地産地消
農業の持続可能性及び耕作放棄地等の多面的価値（耕作放棄地の活用等）を
重視した営農型太陽光発電（ソーラーシェアリング）※を促進します。
●詳細施策 1702 農業生産基盤の整備・保全
気候変動や耕作放棄地の拡大、食料確保とエネルギーの利用など、農業を取り
巻く様々な問題がある中、それを解消する手段の一つとして、適した場所に設
置する営農型太陽光発電について検討していきます。
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４－１ 小田原市が推進するソーラーシェアリング

⚫ ソーラーシェアリングを、農業と再生可能エネルギーの相乗効果で経済を耕す取組と位置付け、官民連携しながら、
市内における導入を推進中。

農業の持続可能性及び多面的価値を重視。単収ありきではない。

⚫ 農業ファースト（農業を行うための発電）

⚫ 農業の持続可能性向上（発電が、農業継続が困難になりつつある農家の副収入となるもの）

⚫ 遊休農地の活用（雑草、有害鳥獣、不法投棄等への対応）

⚫ 周辺環境・生物多様性への配慮（化学肥料・化学農薬の使用抑制等）

⚫ エネルギー地産地消（配電系統内の需給バランスの向上、出力制御の抑制等に貢献）

【参考】東京大学大学院農学生命科学研究科研究グループ発表（2025年4月1日）
https://www.a.u-tokyo.ac.jp/topics/topics_20250401-1.html

⚫ 営農型太陽光発電を行う水田における微気象、収量、品質への影響を長期的に調査した初めての研究。
⚫ 実験の結果水稲収量が平均で23%減少したものの、総収益は従来の稲作の5倍以上に達した。
⚫ しかし、白未熟粒が増加して整粒歩合が低下する傾向が見られ、玄米中のタンパク含量やアミロース含量が高くなることも確認した。



４－２ 小田原市におけるソーラーシェアリング導入促進策

１．手続き支援

• 適地選定、農地転用、系統接続

２．資金支援

• 環境省交付金を活用した市補助金1

• 農水省交付金2又は環境省補助金3の活用支援（今後）

      1 地域脱炭素推進交付金（重点対策加速化事業）
2  みどりの食料システム戦略緊急対策交付金のうち地域循環型エネルギーシステム構築

      3  民間企業等による再エネの導入及び地域共生加速化事業のうち設置場所の特性に応じた再エネ導入・価格
低減促進事業

３．市内電力地産地消プラットフォームによる好条件買取

• FIT売電の同等以上のIRRを確保する条件で20年間買取（FIT：8.9-10円、PF：11円）

• 市内需要家に供給し、エネルギー地産地消を実現

４．市有地におけるモデル事業（検討中）

• 農業ファーストのパネル・架台、ビジネスモデル等の実証

５．市主催の勉強会・視察会（検討中）

⚫ 市内のソーラーシェアリングの農地転用許可実績は15箇所（令和７年５月末時点）。
⚫ 更なる導入に向けて、多角的に支援。



市内の電力地産地消プラットフォーム（AEMS） 概要

⚫ エリアエネルギーマネジメントシステム（AEMS）の目標は、市内の余剰電力を取引するとともに、市内の
調整力を制御して電力の需要と供給を調整するプラットフォーム。

AEMS電力流通イメージ

余剰電力・・・自社に設置した太陽光発電設備が発電した電気の内、自社で使いきれずに余った電力。自社の休場日等に発生。
調整力・・・電力過不足に応じて、電力を供給したり使用したりする機能。電気自動車（EV）のバッテリー、蓄電池等が該当。



市内の電力地産地消プラットフォーム（AEMS） 新規性 

電力系統の階層図

需給調整
市場
・

容量市場

一般的なエ
ネマネ

新たな
システム

(日本初)

⚫ 範 囲：受電設備以下の施設（街区・施設群）

⚫ 目 的：個別施設・現状設備の電力コスト削減

⚫ 参加者：特定のエネマネ事業者と契約した施設

（全国で事例あり）

⚫ 範 囲：全国レベル

⚫ 目 的：周波数の安定化
（需給バランスが崩れると周波数が変動する）

⚫ 参加者：個別事業者の自由意志により参加（需給調

整市場は15事業者が参入済）

⚫ 範 囲：配電網レベル（市町村程度）

⚫ 目 的：出力制御の回避・新規再エネ導入促進（太陽光発

電が増加すると部分的に系統が混雑）

⚫ 参加者：幅広い電気事業者、アグリゲータ

（参加しない発電にもメリットあり）

⚫ 既存の需給管理として、街区・施設群レベルで特定の事業者と契約して行う一般的なエネルギーマネジメントや、全国大での需

給調整に個別に参加する需給調整市場・容量市場がある。

⚫ AEMSはこれらと異なり、小田原市全域において配電網レベルで地域の分散型エネルギーリソースの最適活用を行う新たな取

組。
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